
鶴

理E

れ
た
る
は
、
常
家
内
名
傍
末
代
の
ぬ
鏡
に
し
て
彼
の
高
信
俸
の
如
き
は
H
R

耳
目
に
鯛
れ
た
る
無
盆
の
害
な
る
事
に
言
及
し
、
此
の
御
記
録
は
備
に
骨

髄
に
徹
し
て
感
有
り
珍
重
珍
霞
恐
悦
恐
悦
謎
針
。
と
結
ん
咋
」
此
の
問
答
は

終
っ
て
ゐ
る
。

鶴

聾

脊
等
人
類
の
上
に
問
と
瞬
と
の
こ
が
訪
れ
で
来
た
c

地
球
の
表
商
・
が
地

獄
と
な
る
か
働
閥
土
と
な
る
か
の
分
岐
駄
に
世
界
各
闘
が
立
ワ
て
ゐ
る
。

其
の
巾
に
我
闘
は
樋
要
な
役
割
を
演
じ
な
が
ら
新
東
亜
建
設
に
着
手
し
て

ゐ
る
。
外
に
は
主
人
役
的
終
兵
寧
人
が
、
内
に
は
女
房
役
の
閥
民
一
般
が

総
て
が
暁
に
巡
遊
し
て
ゐ
る
、
一
億
の
闘
民
が
一
心
と
な
り
、
其
の
中
の

各
自
が
自
己
を
設
し
て
各
己
の
責
任
に
励
ん
で
ゐ
る
。
此
の
綾
な
意
味
か

ら
私
も
、
清
水
植
山
隼
墓
と
山
川
智
臆
居
士
と
の
問
に
嘗
て
論
争
の
撃
を

咲
か
し
た
「
宮
家
敬
血
中
に
於
け
る
己
心
議
論
」
の
一
備
に
簡
れ
て
み
よ
う

勿
論
此
廊
に
書
か
れ
る
見
方
が
私
本
来
の
立
場
で
は
な
〈
、
筆
の
勤
〈
に

委
ね
て
緩
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
野
に
溢
れ
た
水
が
目
的
も
無
〈
績

が
る
様
な
、
極
〈
騒
い
気
持
で
讃
ん
で
頂
け
ば
幸
甚
で
あ
る
。

r

x

x

 

爾
氏
の
異
見
は
親
心
本
象
抄
正
宗
分
中
の
四
十
五
字
法
旅
段
に
於
け
る

一
八

O

以
上
を
以
て
香
料
問
答
訟
の
隙
見
の
隙
見
を
彩
る
、
素
よ
り
浅
血
中
葬
オ

そ
の
良
窓
を
知
る
不
能
る
を
恥
づ
の
A
。
只
本
問
答
認
の
内
容
の
幾
分
な

P
と
も
問
介

L
待
た
と
す
れ
ば
、
余
の
品
中
ひ
此
に
過
ぎ
た
る
は
な
し
・

後
日
の
研
鏡
を
誓
ひ
て
同
筆
す
る
者
也
。
門
一
五
、
一
。
、
二
於
延
山
皐
寮
〉

書調

井

泰

行

巳
心
を
六
識
と
す
る
か
え
識
と
す
る
か
が
棋
本
問
題
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う

が
其
の
職
火
の
及
ぶ
底
甚
だ
廃
〈
、
其
の
論
織
の
模
様
は
世
界
大
較
に
あ

た
P
、
人
心
に
驚
嘆
を
奥
へ
た
新
武
器
が
飛
び
出
し
た
様
に
、
雨
民
の
問

に
幾
多
新
設
を
後
見
し
た
様
で
あ
る
。
此
は
私
の
設
で
な
く
雨
氏
が
阪
に

相
互
を
評
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。
問
題
は
順
序
と
し
で
親
心
本
軍
抄

の
短
銃
響
か
ら
這
入
で
行
か
う
。
此
れ
に
先
立
つ

T
別
側
の
問
題
と
し
て

私
建
は
我
闘
を
明
解
し
て
「
大
日
本
」
「
皐
御
風
」
「
瑞
穂
の
闘
」
｛
大
和
」

等
主
積
寸
に
叫
ぶ
が
、

E
れ
が

E
曾
で
、

y
－
れ
が
問
蓮
ひ
mq
あ
る
か
義
論

し
tr
事
が
あ
る
が
。
勿
論
何
方
も
設
P
で
は
な
い
だ
ら
う
。
次
に
本
論
に

就
で
言
ふ
と
、
「
如
来
滅
後
、
五
五
百
歳
始
観
心
本
命
抄
」
と
言
ふ
題
搬
に

就
て
古
来
か
ら
解
稗
が
種
4
臭
っ
て
ゐ
る
が
、
繭
氏
．
に
於
て
も
意
見
の
梅

田
叫
が
明
ら
か
で
あ
る
。

則
ち
清
水
倉
豪
の
訟
は
、



「
怠
扶
」

三
l
観

ゴ

ル

能

観

d

妙
観

l
肉
意
！
妙
智
1
事
行
ノ
題
目
i
一
一
ー
レ
｜
｜
一

。
観
心
｜
「
心
ギ
ョ
リ
竺
コ
ド
ヲ
（
林
間
尚
一
一
向
）
所
親
ノ
妙
境
1
i
闘
定
1

妙
境
ー
ー
ま
ハ
ギ
$

1
一

lhμ
一ーで

t

翻
心
本
骨
該
ノ

。
文
大

分
~ 
レス

~」「

第第

所有E
観視
ノノ

を歩主』b
観視

ー「＇
心叡
帽、一

争入
ー 題 事

LY 、、＿..－

有
闘
の
如
〈
、
一
方
に
偏
草
し
て
「
本
館
抄
」
「
親
心
抄
」
止
時
稀
す
る
事

は
不
可
で
あ
る
が
、
民
に
略
絡
す
る
意
か
ら
言
へ
は
「
翻
心
抄
」
と
言
ふ

が
本
抄
の
意
に
視
し
い
。
然
し
本
抄
は
親
心
と
本
律
止
を
並
び
明
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
雨
者
の
問
に
軽
重
は
無

ρ
、
故
に
「
本
館
」
封
一
a

叡
心
」

、

、

包

じ

〆

＼

戸

附

ιd’

の
意
下
な
〈
、
「
趨
目
」
｛
脚
｝
「
本
館
」
｛
脱
｝
能
所
並
べ
具
し
定
慧
兼
備

は
る
本
化
事
制
棋
の
「
親
心
」
、
即
ち
件
直
択
の
「
幅
削
心
ノ
法
門
」
の
訟
で
あ
る

主
言
ふ
ニ
法
疋
明
設
で
あ
る
。

山
川
日
出
土
は
之
れ
に
釣
し
て
題
銃
の
意
は
、
「
本
門
番
最
口
聞
の
翻
心
に
よ

っ
て
稗
せ
ら
れ
た
「
本
門
本
曾
の
願
愛
」
と
言
ふ
事
で
あ
ワ
て
「
本
給
」

が
疋
意
万
あ
る
、
品
店
献
の
都
心
の
法
門
を
以
て
本
舎
を
懇
成
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、
観
心
は
能
糧
、
本
診
は
所
理
仲
で
あ
る
。
「
親
心
ノ
法
門
、

少
々
註
同
之
げ
は
謙
鮮
で
あ
る
。
又
「
本
門
ノ
親
心
」
は
「
本
門
ノ
肝
心
一
で

清
水
命
議
は

「ー、
「、

）
内
は
私
が
清
水
館
迭
の
怠
を
記
入
す
〉
〕

鶴

聾

「
親
心
本
隼
」
文
短
銃
｜
一

「
槻
心
ノ
法
門
」
文
詮
欣
一

一
吉
田
宍
ナ
レ
ト
弔

義
ハ
悶
ク

「
此
ノ
本
門
ノ
肝
心
南

O
印
税
ノ
五
午
」
で
あ
り
「
内
十
五
字
」
の
法
体
を
言

ふも

ec
言
ふ
様
に
雨
氏
の
設
の
相
出
費
は
一
致
し
難
い
。
私
は
此
れ
に
批
評

を
加
へ
る
力
が
無
い
か
ら
云
キ
出
来
な
い
が
、
例
へ
ば
我
園
が
肇
幽
以
来

農
業
の
附
だ
か
ら
と
言
つ
で
も
、
現
在
の
情
態
で
は
工
業
も
重
要
で
あ
る

陸
、
工
一
致
、
関
力
が
充
貸
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
外
凶
主
国
民
剣
勝
負
が
肉
旅

な
い
。
仰
救
も
時
代
に
隠
っ
て
爾
前
線
よ
り
法
華
蜘
齢
、
法
華
経
の
巾
で
も

夫
ム
口
よ
り
骨
曲
家
、
述
門
よ

P
本
門
、
更
に
議
量
口
聞
の
肝
心
南

O
経
の
五
字

と
援
還
を
草
お
て
ゐ
る
。

x

x

 

本
抄
の
三
段
に
付
て
の
雨
設
を
略
し
て
、
｛
四
十
五
字
法
勝
段
」
に
至
る

止
、
岡
説
各
キ
三
法
妙
を
以
て
論
じ
て
ゐ
る
o

同州ち

× 

/¥. 



コ
ロ
ヒ
ノ
悌
士
（
依
報
〉

J
2牛
肉
土
妙
）

問
今
本
時
裟
一
婆
世
界
離
－
一
三
災
一
出
一
一
四
劫
一
常
住
浮
土
ナ
リ
（
吋
常
融
不
我
開
閉
）
り
－

則一
J

丁
働
法
妙
｜
一

（

本

県

妙

）

一

、
区
司
書
J

一l
三
法
妙

H
4
u
v
t一
、
衆
生
法
妙

l
一

心
法
妙
し

鶴

星撃

間
仰
良
一
過
去
一
一
弔
不
一
円
減
セ
未
来
－
一
号
不
レ
生
へ
能
化
ノ
仰
身
ハ
在
報
ゾ
）

／

の

常

祭

我

浮

＼

ー
テ
テ
イ
ナ
リ

川
い
所
化
以
同
体

（
閥
的
）
接
持
）
｜
！

附
此
レ
即
チ
己
心
ノ
三
千
具
足
三
回
但
ノ
世
間
也

A 

心
法
妙
に
就
て
は
｜
＝
一
法
各
三
千
を
具
し
て
皆
妙
な
れ
ど
、
別
し
で
修
行
の
難
（
仰
法
山
高
志
、
衆
生
法
の
庚
散
に
し
て
難
）
易
（
自
己
の
心
法
の

近
所
官
に
し
て
易
）
に
従
ワ
で
行
者
の
己
心
に
結
局
し
て
妙
を
示
す
。

山
川
居
士
は
、

「
｜
川
今
本
時
護
世
界
離
一
二
美
一
問
一
四
一
意
書
土

1
2喜

一
一

l
間
立
過
去
不
レ
減
未
来
不
生

IBI－
－

一
丁
問
所
化
以
同
体

I
l
l
i－－

i

l

「
l
附
此
却
己
心
三
千
具
足
三
拘
世
間
也

本

来

妙

本

凶

妙

本
符
！
一
（
辛
一
偽
共
役
〉
l
土

l
凶
土

寂
光
1

ヰ
怖
い
一
人
働
法
妙
）
」

界

一

一

！

衆

生

了
身
一

一一

M
l↑

l
f法
妙
）
l
i

－

－

l五陰

一
料
州
訪
れ
一
的
一
一
一
軒
三
法
妙
）
一
念
三
千

右
悶
の
如
〈
、
清
水
律
義
は
町
山
を
働
法
妙
と
し
、
山
川
屑
士
は
山
を

生
悌
共
住
と
し
聞
を
仰
法
妙
と
し
、
閉
山
間
を
衆
生
訟
妙
、
心
法
妙
と
す
る

は
爾
氏
供
許
で
あ
る
が
、
間
の
所
化
以
同
燃
の
「
所
化
」
を
本
化
と
す
る

か
凡
夫
と
す
る
か
に
依
で
、
仰
の
此
却
己
心
の
「
巳
心
’
一
が
九
議
本
側
呆

上
の
一
念
と
な
る
か
、
六
議
陰
妄
の
凡
夫
心
と
な
る
か
の
相
異
と
な
る
の

で
る
る
。
別
ち
山
川
氏
が
所
化
を
ば
本
化
と
し
、
順
縁
と
す
る
に
釣
し
、

清
水
氏
は
断
逝
を
論
ぜ
ず
凡
夫
と
す
る
。

又
「
同
体
」
を
ば
山
川
氏
は
「
ど
う
た
い
」
、
清
水
氏
は
「
H

と
う
て
い
」



正
讃
む
。

今
、
右
闘
に
針
す
る
椅
水
曾
古
賀
の
訟
は
、

本
門
店
骨
量
品
に
来
れ
は
、
依
制
刊
の
土
は
久
慈
本
時
常
住
の
本
仰
の
「
我

常
在
此
婆
婆
世
界
設
法
教
化
」
の
常
住
の
本
凶
妙
土
と
願
れ
、

E
報
の
働

身
は
無
始
久
遠
本
時
常
住
不
生
不
滅
の
本
仰
と
現
る
。
此
の
身
土
は
由
来

本
仰
の
「
或
設
己
身
」
帥
、
「
或
一
不
己
事
」
訓
の
垂
迩
示
現
で
あ
る
か
ら

主
主
で
あ
る
ハ
悌
乱
妙
）
。
唯
に
能
化
の
．

W
身
長
）
土
（
鰍
）
が
常

住
に
し
て
不
二
な
る
の
み
守
な
〈
、
所
化
の
丸
田
叶
の
衆
生
の
身
土
も
「
亦

以
阿
掠
」
で
、
常
住
不
こ
で
あ
る
ハ
衆
生
法
妙
U
o
此
の
高
遠
な
級
果
悟

m

の
働
界
の
身
土
と
庚
散
な
在
建
凶
人
の
九
界
の
衆
生
の
身
土
、
一
郎
ち
十
界

＝
一
千
の
訴
訟
が
「
却
者
等
己
心
の
所
具
」
で
あ
る
。
故
に
成
道
の
時
此
本

震
ハ
己
心
所
具
）
に
稀
ワ
て
一
身
一
念
に
周
遍
す
る
」
。
と
己
心
を
脊
等
凡

夫
心
と
し
、
阿
十
五
字
の
取
意
と
し
て
は
、
「
本
門
幕
景
文
底
の
究
義
働
界

縁
起
の
身
土
常
位
、
依
正
不
二
、
一
体
三
法
、
事
の
一
念
三
千
の
親
心
の

主
体
を
一
不
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
此
の
文
で
は
親
心
に
注
意
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
此
に
お
し
て
山
川
居
士
は
法
体
段
を
敬
和
よ

P
論
じ
て
、
「
此
は

本
門
事
骨
量
口
聞
の
備
の
身
土
常
住
を
示
す
の
に
、
本
閃
果
闘
土
の
＝
一
妙
を
以

て
し
、
従
数
入
獄
し
て
本
偽
泉
上
の
一
念
三
千
（
三
大
秘
法
抄
の
大
佐
世

命
久
遠
貨
成
の
一
念
三
千
）
を
一
不
さ
れ
た
も
の
で
、
此
の
本
働
凶
巣
功
徳

の
一
念
三
千
も
、
本
仰
の
大
慈
悲
に
よ
っ
て
此
の
宙
実
珠
を
妙
法
王
字
に
裏

ん
で
行
者
に
授
け
ら
れ
る
と
、
行
者
は
稼
診
の
凶
行
呆
徳
を
譲
ら
れ
て
稗

愈
の
一
念
中
に
揖
せ
ら
れ
、
本
門
本
宥
の
三
千
を
、
己
心
の
幼
徳
と
受
符

し
、
本
働
本
化
を
行
者
の
一
念
の
仰
回
咋
菩
薩
凹
咋
と
す
る
。
」
と
所
化
を
受
持

鶴

聾

の
行
者
父
は
本
側
に
劃
す
る
本
化
と
し
て
ゐ
る
。

更
に
己
心
に
就
て
の
繭
氏
の
異
議
を
越
べ
る
と
、
清
水
倉
蔓
の
訟
は

「
今
文
の
「
己
心
」
と
は
総
越
の
「
親
心
」
の
「
心
」
で
あ
り
、
同
門
頭
織
傑

十
ミ
ヌ

の
「
一
心
＝
具
コ
十
法
界
イ
乃
至
此
三
千
在
一
一
一
念
ノ
心
一
若
シ
無
り
，
心
而
巳

芥
爾
唱
有
山
内
心
即
具
コ
＝
一
千
ご
の
「
一
念
」
「
一
心
」
で
あ
り
。
及
び
観
心

の
義
相
を
切
さ
れ
た
文
で
あ
る
所
の
「
翻
心
ト
者
叡
コ
テ
我
己
心
寸
見
山
十

法
国
主
是
ヲ
云
コ
翻
心
↓
ハ
也
」
の
「
十
界
一
一
一
千
能
具
の
一
心
一
念
」
で
あ
り

見
、
十
界
の
依
J

ノ
「
己
心
J

ヘ
i
J

「
営
M

知

身

土

F
E
、
所
具
」
一
念
｛
能
具
」
一
一
一
千
t
F師
、
芋
一
成

、

受

持

戸

フ

テ

ミ

事

具

ノ

一

念

J

三
位
品
店
J

遵
｛
成
仙
即
」
時
務
－
一
此
ノ
本
理
一
f

＝
一
千
」
一
身
一
念
「
我
等
」
遁
ニ
於
法

界
こ
の
「
能
具
の
一
身
一
念
」
に
し
て
、
我
等
困
惑
の
根
臨
時
刻
封
、
合

身
縁
起
、
日
夜
現
前
、
剃
郁
生
滅
の
六
識
険
妄
の
事
心
で
あ
る
。
」
と
し
て

己
心
の
言
は
寄
毎
凡
夫
の
一
心
で
あ
っ
て
、
決
し
て
、
菩
陛
備
等
の
曾
い

心
を
持
さ
れ
た
も
の
で
な
い
と
主
張
し
て
ゐ
る
。
更
に
法
体
門
と
修
行
門

主
に
約
し
て
論
ず
る
所
で
は
「
法
体
門
に
約
す
る
と
、
内
外
自
他
、
帯
量

所
願
の
＝
一
絞
は
各
キ
三
千
を
具
し
て
侭
に
皆
妙
で
あ
る
。
取
捨
去
就
の
筒

揮
す
る
も
の
は
無
い
が
、
修
行
門
に
従
ふ
と
三
一
法
の
中
に
就
て
現
行
の
難

易
を
筒
ん
で
、
近
嬰
に
し
て
顧
じ
易
い
内
境
自
己
の
心
法
の
妙
に
就
〈
事

は
今
絞
親
心
の
原
則
で
一
一
門
一
致
ム
日
常
一
轍
で
あ
る
」
。
と
昔
H

ふ。

山
川
国
的
士
は
此
に
封
し
て
、

「
本
門
の
肝
心
南

O
終
の
五
字
七
字
が
議
長
H
聞
の
本
仰
の
事
で
あ
る
事
は

大
事
人
誇
御
脊
の
御
指
南
で
あ
る
か
ら
、
「
此
即
己
心
三
千
具
足
三
縄
世
間

也
」
と
あ
る
「
己
心
」
は
、
本
側
果
土
の
「
己
心
」
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な

A 



鶴

車堅

ぃ
。
恭

L
凡
夫
の
「
己
心
」
と
す
る
と
、
凡
夫
陰
妄
の
「
己
心
の
三
千
」

を
ど
う
し
て
も
「
此
ノ
本
門
ノ
肝
心
南

O
終
ノ
五
字
」
と
訪
日
は
れ
相
げ
な
い
。

「
此
即
チ
己
心
」
の
「
己
心
」
を
凡
夫
六
議
陰
妄
の
一
念
と
す
る
時
は
、

「
其
ノ
本
館
銭
レ
惨
」
止
場
げ
ら
れ
た
大
義
茶
緑
も
、
「
九
識
心
主
民
如
の

都
」
で
は
な
く
し
て
、
六
識
す
芦
心
中
の
働
界
を
駁
は
さ
れ
た
る
も
の
と
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て
「
今
本
時
裟
婆
世
界
」
等
の
「
四
十
五
字
法
暢
」

は
華
厳
乃
至
浪
崎
県
艇
に
至
る
五
十
品
開
年
の
問
を
総
て
、
爾
前
様
述
調
は
然
経

の
身
土
は
無
常
を
一
発
れ
ず
と
打
ち
劫
ひ
、
問
問
り
本
門
嵩
骨
量
臼
聞
の
成
道
時
の

身
土
を
取
ら
れ
た
も
の
で
る
る
か
ら
、
そ
の
「
己
心
」
の
一
念
が
本
時
成

逝
の
本
備
の
一
念
で
ち
る
事
は
理
在
絡
言
一
の
重
で
る
り
、
同
時
に
本
怖
の

所
化
の
「
本
法
受
持
の
一
念
」
で
あ
る
。
」
と
主
張
し
て
ゐ
る
。

以
上
に
見
る
岡
氏
の
設
が
其
の
論
惑
の
順
序
に
間
違
が
無
い
と
忠
は
れ

る
の
に
、
如
何
な
る
理
で
、
「
己
心
」
を
或
は
凡
夫
陰
妄
心
と
一
五
ひ
或
は
本

仰
呆
上
心
と
言
ふ
の
で
あ
る
か
、
此
れ
に
劃
し
て
は
務
院
聞
を
許
さ
れ
ぬ
も

の
で
あ
っ
て
親
心
本
館
抄
の
組
意
に
依
っ
て
判
断
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
で

あ
る
。
修
行
門
か
ら
見
る
な
れ
ば
結
果
は
、
山
川
屑
士
の
訟
に
、
法
体
刊

に
約
し
て
末
法
寄
等
凡
夫
を
主
と
し
て
見
る
時
は
清
水
教
蔓
の
設
に
相
臆

す
る
。
然
し
何
方
の
親
方
が
組
意
で
あ

P
何
方
が
正
し
い
か
と
は
速
答
さ

れ
難
い
阿
剛
胆
で
あ
る
が
、
宗
胞
の
意
は
少
な
く
と
も
法
体
門
も
修
行
門
も

共
に
鋸
盆
せ
ら
れ
た
。
庚
大
な
も
の
で
あ
る
と
観
る
可
き
だ
と
思
ふ
。
則

ち
慈
悲
の
点
か
ら
言
へ
ば
順
逆
不
信
の
機
を
抑
制
ぽ
ず
共
に
妙

oh院
に
採
せ

ら
る
も
の
で
あ
担
、
折
伏
の
点
か
ら
賞
家
の
且
祝
勝
を
他
宗
に
一
不
さ
れ
た
も

の
と
見
る
な
れ
ば
本
法
受
持
の
一
念
に
約
し
て
常
家
の
大
利
盆
、
最
終
臼

一
八
四

的
手
－
述
べ
ら
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
勺
あ
る
。

x 

x 

x 

次
に
爾
氏
は
四
明
館
者
の
樋
砧
淳
朴
に
例
し
て
「
阿
十
五
字
法
体
｝
の

叡
心
宇
一
論
じ
ゐ
る
が
、
清
水
曾
肇
は
二
重
能
所
、
山
川
知
H
隠
居
士
は
三
怠

能
所
を
以
て
述
べ
て
ゐ
る
。
別
ち
清
水
律
義
の
設
は

事
叡

fー〆ー「
淳有占槌
キト I I 
1 本題
己主主目
心 l I 

所能
親叡
｜｜  

重
ノ

能
所

所能
額 甑
I I 

同
王室
古E
lifi" 

「
今
我
家
今
文
の
「
己
心
」
を
恭
し
高
遠
な
る
「
仰
果
有
上
の
心
」
或
は

提
漠
た
る
「
法
界
周
湿
の
大
心
」
（
河
合
目
辰
氏
翻
心
本
館
抄
探
震
）
を
指

と
す
れ
ば
、
本
化
本
門
の
事
叡
が
如
何
に
高
妙
で
あ
っ
て
も
我
等
底
下
の

友
蓬
悶
人
の
六
識
陰
妄
の
迷
心
事
心
（
謂
ゆ
る
「
淳
朴
（
ア
ラ
ガ
宇
）
を
鈎

治
修
治
）
を
成
備
の
「
器
」
と
成
し
得
ょ
う
か
、
「
教
側
資
？
レ
パ
佼
粥
下
ク
」

最
上
ノ
教
ハ
救
コ
最
下
ノ
機
↓
の
放
に
「
能
翻
の
妙
視
の
題
白
の
槌
」
と
「
所

磁
の
妙
境
の
本
館
の
砧
」
と
一
種
倶
こ
一
行
者
己
心
の
淳
朴
」
を
鋳
冶

能
所

t

修
治
し
て
、
「
器
」
即
ち
仰
と
成
す
事
を
時
二
阻
止
す
る
。
是
れ
が
我
家

品
目
民
目

事
嗣
棋
の
雨
重
の
能
所
相
酬
で
あ
る
己
主
、

山
川
氏
は
之
に
劃
し
て
、
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一
｜
受
持
信
念
（
以
糊
一
肌
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諸
問
）

i
（

如

ニ

淳

一

朴

一

）

（

受

持

成

働

）

能

信

仰

所

治

l
一

i
目

、

制

「
受
持
の
信
念
」
と
は
六
識
を
所
縁
と
し
、
根
本
法
を
根
本
心
で
あ
る
八

議
元
品
に
下
種
し
て
、
見
田
山
末
断
の
凡
夫
が
元
品
法
性
の
新
薬
と
な
る
の

を
言
ふ
。
此
の
信
念
に
依
て
、
六
議
所
縁
三
塵
立
行
、
九
議
本
法
鏡
地
冥

合
の
本
門
三
秘
の
コ
一
怠
能
所
健
砧
淳
朴
の
修
行
に
依
り
信
念
成
品
川
、
受
持

成
備
、
唱
題
成
仰
の
三
震
の
成
仰
を
結
し
て
、
「
九
識
心
王
国
県
知
の
都
」
の

妙
撹
本
掌
に
冥
契
し
入
長
茶
経
界
す
る
の
を
、
本
宗
の
即
身
成
仰
と
す
る

の
で
あ
ワ
て
、
本
門
本
隼
の
人
法
一
如
は
、
宇
が
て
行
者
の
人
法
一
如
を

促
が
し
、
一
円
分
の
冥
契
は
一
分
の
成
働
、
三
分
の
冥
契
は
三
分
の
成
俗
、

十
分
の
冥
契
は
十
分
の
成
仰
で
あ
る
、
信
念
成
働
、
受
持
成
備
、
唱
題
成

仰
の
名
は
三
重
能
所
に
依
る
と
、
信
念
成
仰
の
信
念
を
基
礎
と
し
て
受
持

の
成
仰
を
成
じ
、
そ
の
信
念
受
持
の
上
の
唱
婦
に
よ
っ
て
、
初
め
て
唱
題

本
化
上
行
下
種
折
伏
ハ
如
レ
槌
）
：
：
（
能
弘

Y
一
ヘ
本
門
化
多

妙
法
五
字
本
法
働
種
ハ
如
レ
砧
）
：
：
・
（
所
弘
）
l
一l
F初
重
抽
出
所
』

（
信
念
成
品
川
）

成
仰
を
成
ず
る
、
若
し
信
念
、
受
持
の
無
い
唱
越
は
蝉
鳴
蛙
騒
に
蹴
珂
し
〈

無
功
無
拙
加
で
あ
る
。

而
し
て
初
め
の
信
念
を
貸
拐
し
、
後
の
唱
題
を
監
督
す
る
者
は
本
門
戒

壇
の
受
持
で
あ
る
。
故
に
之
の
中
で
は
受
持
成
怖
を
中
心
と
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。
」

以
上
爾
氏
の
設
に
於
て
、
清
水
隼
裏
は
、
＝
一
重
能
所
を
要
せ
な
い
と
官

ひ
、
山
川
居
士
は
、
二
重
能
所
は
迩
門
で
台
胞
の
依
る
虞
で
、
従
因
軍
一
呆

の
妙
行
で
あ

p
、
コ
一
重
能
時
間
は
本
門
で
翠
胞
の
依
る
底
で
従
果
向
因
の
妙

行
で
あ
る
と
言
ふ
。
又
山
川
居
士
は
本
化
別
頭
末
法
下
精
の
総
盆
と
し
て

左
闘
の
雨
重
能
所
の
義
を
述
ペ
、
三
重
能
所
の
三
大
秘
法
受
持
成
備
は
そ

の
別
盆
で
る
る
と
言
ふ
。

格
化
人
法
（
如
ニ
能
治
一
〉
d戸

ヘ
信
誘
必
盆
J

「
／
二
京
能
所
、

本
禾
有
母
音
山
本
法
衆
生
（
如
ニ
淳
朴
〉
（
同
一
時
い
し
鰍
一
一
一
…
一
尚
一
随
一
一
一
日
制
路
一
一
）
｜
所
化
機
縁
門
知
ニ
所
治
一
〉
』
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戎
持
作
へ

吃〉

抗

議

以
上
に
依
て
「
己
心
義
論
」
の
一
一
端
を
述
べ
た
が
、
私
達
は
と
れ
を
如

何
に
考
へ
る
か
に
依
て
、
雨
氏
の
設
の
一
方
に
偏
す
る
の
で
あ
る
。

例
へ
て
一
一
目
ふ
と
、
汽
車
の
護
、
清
に
関
係
せ
な
い
草
な
る
汽
市
中
の
時
間

表
か
、
正
mm
な
時
間
表
か
、
湾
の
時
間
表
か
を
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
又

直
的
地
な
時
間
表
む
あ
る
な
れ
ば
、
同
時
刻
に
上

P
と
下
り
の
汽
車
が
、
若

草
し
又
日
以
草
す
る
の
で
は
な
い
か
、
或
は
袋
容
が
時
間
の
鎗
設
か
ら
下
り

と
上

P
と
間
違
へ
て
目
的
地
と
は
反
勤
方
面
行
の
汽
車
に
采

P
込
ん
で
居

る
の
で
は
な
い
か
、
等
も
考
へ
て
相
聞
は
し
な
い
と
思
ふ
。
最
後
に
私
の
「
ノ

ー
ト
」
の
一
節
を
引
い
て
禿
筆
を
投
げ
よ
う
。

「
己
心
義
」
に
於
て
、
所
化
の
義
を
山
川
居
士
は
「
所
化
以
拠
計
本
仰
一
同

体
也
’
」
の
義
と
し
、
清
水
等
肇
は
「
同
様
な

B
」
の
義
と
す
。
「
己
心
」
と

あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
凡
夫
除
妾
の
「
己
心
」
な
り
と
断
ず
る
事
は
凶
来
な
い

と
清
水
曾
塞
を
破
す
る
山
川
居
士
の
設
減
に
然
町
、
さ
れ
ど
所
化
以
同
体

な
ら
ば
本
側
本
化
所
化
の
差
別
無
い
で
あ
ら
う
。
放
に
所
化
本
仰
の
差
別

な
し
。
肉
体
な
る
が
故
に
己
他
の
別
な
し
。
「
如
来
と
は
一
切
衆
生
也
」
・
：

此
れ
食
家
の
極
地
で
る
る
。戒

律

の

抗

~、

戒
律
主
義
を
今
日
に
’
於
て
批
列
の
問
題
と
す
る
の
は
、
英
だ
し
く
時
勢

後
れ
で
あ
る
や
ろ
に
見
え
る
で
あ
ら
う
。
併
し
俸
承
の
戒
律
を
絡
劉
化
す

一
八
六

然
し
同
様
な
る
義
を
考
ふ
れ
ば
、
仰
に
遠
近
、
所
化
に
高
低
の
差
あ
E

て
‘
本
化
が
之
を
代
表
す
る
と
離
も
、
本
・
化
以
下
の
機
な
〈
ぽ
何
を
以
て

本
化
を
召
さ
ん
干
、
そ
れ
本
時
と
一
五
ふ
、
本
時
な
ら
ざ
る
時
あ
る
が
故
か

然
も
本
時
と
此
土
と
何
の
呉
が
あ
る
、
本
時
裟
婆
世
界
即
此
土
也
、
本
時

又
キ
在
世
也
宇
末
法
な
り
宇
・
如
来
と
は
一
切
衆
生
也
、
本
化
郎
衆
生
の
一

分
也
、
「
宗
組
然
も
天
台
に
謙
一
議
せ
ら
る
」
（
山
川
居
士
設
〉
「
又
何
ぞ
六
識

を
橘
す
る
に
た
め
ら
は
ん
宇
」
（
清
水
館
建
設
V

そ
れ
法
華
訟
は
爾
前
に
同
時

り
一
切
衆
生
を
成
仰
せ
し
む
、
故
に
六
識
を
己
心
の
中
に
揺
す
る
も
父
不

可
あ
ら
ん
や
。
然
れ
ど
も
此
見
「
奥
」
也
。
「
奪
」
の
濯
に
帆
に
へ
ば
山
川
居
士

の
如
し
、
奥
奪
共
に
骨
岡
山
本
の
許
す
島
、
放
に
一
に
執
す
る
は
狭
と
な
す
。

も
と
よ
り
雨
設
共
に
不
適
な
る
に
非
ず
、
更
れ

r
一
に
執
す
る
は
不
可
、

雨
設
倶
立
し
て
此
虞
に
本
化
別
頭
の
遣
を
通
ず
。

純
文
に
日
〈
「
心
地
を
丸
識
に
持
ち
て
修
行
を
ば
六
識
に
せ
よ
」
、
総
一

O
五
三
〉
と
。

禿
筆
、
以
て
翠
玄
を
失
せ
ん
事
を
恐
る
。（

二
六

0
0、
一

O
、
ご
八
）

議

枝

光

純

る
思
想
が
現
代
に
於
て
も
敬
育
界
正
一
五
は
ず
家
庭
の
内
部
と
一
訴
は
ず
、
特

に
宗
敬
回
介
に
於
て
は
甚
だ
し
く
、
凡
そ
世
舎
の
表
面
を
一
般
に
支
慨
し
て


